
【 コメント 】
■ＪP250 #33 齋藤太陽
走り始めとしては、良い一日だったと思います。1本目では、トライできない部分があったのですが、
2本目でいろいろ試すことができ、自己ベストも更新できました。目標にしていた2分10秒台には入
れられませんでしたが、大事なのはレースで勝つことなので、チームと共に金曜日もマシンをよくし
て、良い結果を出せるように全力を尽くします。

■JP250 #71 赤間清
例年に比べて1.5倍練習して2024年シーズンの開幕戦を迎えました。足回りの仕様が変わっているの
で、その確認と次の課題を洗い出すことを初日は進めました。まだ自己ベストに到達していないので、
昨年のデータと見比べて、どこをどう変えていけばいいかを考えて金曜日の走行に備えます。

■SDG N-Planレーシング 中釜理智
タイム的には、そこそこ出ているのですが、マシン面でうまくいっていないところが何カ所かあるの
で、金曜日は、その解決に費やす予定です。
アベレージタイムも、まだ上げられていないので、一発タイムを出す必要はないので、土曜日の予
選・決勝を見据えてマシンセットに集中していきます。

全日本ロードレース選手権 第2戦 モビリティリゾートもてぎ

【JP250 ：特別スポーツ走行】

2024年4月11日 天候：晴れ時々曇 コースコンディション：ドライ

全日本ロードレース選手権シリーズに併催して行われているMFJ CUP JP250には、今年もSDGがサ
ポートする2人のライダーがフル参戦する。SDG N-PLAN Racingに新加入の齋藤太陽が、そして
SDG Team HARC-PRO.からは赤間清がエントリー。

走行初日となった4月11日（木）は朝方は肌寒かったものの陽が出てくると気温も上がり、1本目が
始まる午前8時45分には暖かくなってきていた。そんな上々のコンディションのもと、齋藤は2分12
秒920を記録し2番手、ナショナルクラスではトップタイムをマーク。2本目では、ただ一人2分11
秒台に入れ総合でもトップに踊り出る。タイムは2分11秒260と、2番手を1秒以上引き離している。

赤間は、昨年と違う仕様のサスペンションを投入。その確認作業を行いながら、マシンセットを進
め、2本目にマークした2分16秒543が初日のベストタイムとなった。
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【 Photo Gallery 4月11日】
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全日本ロードレース選手権 第2戦 モビリティリゾートもてぎ

【 JP250 特別スポーツ走行 1回目】

@SdgMSOfficial @sdgrider SDG Co., Ltd. 



全日本ロードレース選手権 第2戦 モビリティリゾートもてぎ

【 JP250 特別スポーツ走行 2回目】
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